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大阪府豊能地区教職員人事協議会 



 

 

豊能地区教職員人事協議会は、「子どもとともに学び続ける教職員」を 

めざす教職員像とし、法定研修を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのために、５年経験者研修で、受講者に身につけてほしい力は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年経験者研修は、「教育公務員特例法第2４条」に基づく研修であり、 

「中堅教諭等資質向上研修実施要項」にしたがって行われる法定研修です。 

法定研修の受講にあたって 

子どもとともに学び続ける教職員 

子どもに寄り添い、 

子どもに信頼される教職員 

専門的な知識・技能を高め、 

実践的な指導力あふれる教職員 

保護者や地域の人と向き合い、 

信頼と協働の関係を 

築くことができる教職員 

豊かな人間性と高い使命感を 

兼ね備えた教職員 

めざす教職員像 

 

1. 学年全体の課題を把握し、機能的な組織づくりに努める力 

2. 教科等の高い専門性を身につけながら、新しい発想を持って授業を展開する力 

3. 児童生徒の主体的な学びを系統立てて考え、指導を行うことができる力 

4. 子ども理解を深め、状況に応じて明確な指示を出し、指導を行うことができる力 

5. 高い人権意識をもち、子どもに人権感覚と人権を大切にする態度を養う力 

 

受講者につけたい力 

研修会場では、必ず名札を 

着用してください。 
研修会場に、自転車・バイク等で 

乗り入れることは禁止です。 

スケジュールを各自で管理し、 

決められた日に受講してください。 

※その他、法定研修に関する質問等は、学校管理職を通じ、各市町教育委員会事務局にお尋ねください。 

原則、研修内容の録音・録画 

・写真撮影等は禁止です。 
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令和８年度(2026年度)豊能地区公立学校５年経験者研修 校外研修年間計画 

（中堅教諭等資質向上研修） 

共通研修【大阪府豊能地区教職員人事協議会 実施研修】                                              

※第１回は、全体での開催です。 

回 １班 日 時 ２班 日 時 研  修  内  容 会 場 等 
研修のねらい 

指標該当項目 

１ 
５月７日(木) 

15：00～16：30 

開講にあたって 

オリエンテーション 
池田市民文化会館 

第２期 

４、３、1２ 

 ５月～１１月 
Web（ozone-EDU）を 

活用した学び ① 

所属校等 

（オンデマンド開催） 
第２期 ３ 

2 
１ １ 月 ２ ６ 日 (木 ) 

15：00～17：00 

１ ２ 月 １ 日 (火 ) 

15：00～17：00 

閉講にあたって 

リフレクション 

豊中市 

教育センター 

第２期  

３、７、９ 

 １２月～２月 
Web（ozone-EDU）を 

活用した学び ② 

所属校等 

（オンデマンド開催） 
第２期 ３ 
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中堅教諭等資質向上研修 実施要項 

 

１．目 的 

 豊能地区各市及び町が設置する小学校、中学校及び義務教育学校（以下、「豊能地区公立学校」

という。）中堅教諭等資質向上研修（５年経験者研修及び１０年経験者研修）は、教育公務員特例

法第２４条の規定に基づき、現職研修の一環として、個々の教諭の能力、適性等に応じて、中堅教

諭等としての職責を遂行する上で必要とされる資質の向上を図ることを目的とする。 

 

２．対 象 

 （１）中堅教諭等資質向上研修の対象者は、別に定める計算方法に基づき、在職期間が５年め及び 

   １０年めのすべての教諭等とする。 

（２）上記（１）の対象者が所属する公立学校を所管する豊中市、池田市、箕面市、豊能町及び能 

   勢町教育委員会（以下「所属市町教育委員会」という。）は、これらの対象者について、第 

   ４項に定める年間研修計画及び第５項に定める研修実施計画に従い１年間の研修を受けさせ 

   るものとする。 

  

３．内 容 

 （１）豊能地区公立学校５年経験者研修 

    ５年めの教諭等は、大阪府豊能地区教職員人事協議会（以下「協議会」という。）が実施す 

    るミドルリーダーへの自覚を促すなど、意識向上を図ることを目的とした校外研修を２回、 

自らの専門性を高めることを目的とした協議会が指定するオンデマンド研修を１回以上受け 

るものとする。 

 （２）豊能地区公立学校１０年経験者研修 

   ① １０年めの教諭等は、協議会等が実施するミドルリーダーとしての深化期からキャリア成 

     熟期への進展を目的とした研修（以下「校外研修」という。）を１１回、校内における研修 

     （以下「校内研修」という。）を２０回以上受けるものとする。 

   ② 校外研修は、共通研修、所属市町教育委員会実施研修並びに、１０年めの教諭等の能力、 

     適性等に応じた教科指導、教育諸課題に関する選択研修とする。 

   ③ 校内研修は、実践を通じた授業研究研修及び課題研究研修等とする。 

 

４．年間研修計画・報告 

 （１）協議会は、校外研修年間計画を作成する。 

 （２）所属市町教育委員会は、協議会が作成する校外研修年間計画に基づき、地域の実情に配慮し 

    て、当該市町における豊能地区公立学校１０年経験者研修市町年間研修計画書【様式１】を 

    作成し、その写しを協議会に提出するものとする。 

 （３）所属市町教育委員会は、当該市町における豊能地区公立学校１０年経験者研修市町年間研修 

    報告書【様式２】を作成し、その写しを協議会に提出するものとする。 

 

５．豊能地区公立学校１０年経験者研修 研修実施計画 

 （１）１０年めの教諭等が所属する学校の校長（以下「校長」という。）は、所属市町教育委員会 

    研修指標及び年間研修計画に基づき、事前に当該の教諭等の能力、適性等を評価し、１０年 

    めの教諭等ごとの研修実施計画書案【様式３】を作成し、これを所属市町教育委員会に提出 

    する。なお、研修実施計画書案の作成に当たっては、教頭等の意見も参考にするとともに、 

    １０年めの教諭等の自己評価や意見を聴取するなど研修が効果的なものとなるよう配慮する。 

 （２）所属市町教育委員会は、校長から提出された研修実施計画書案について必要な調整を行い、 

    これを決定する。 
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 （３）所属市町教育委員会は、１０年めの教諭等に係る研修実施計画書を保管するものとする。 

６．豊能地区公立学校１０年経験者研修 研修実施報告 

  校長は、１０年経験者研修修了時にその成果を評価し、１０年めの教諭等に係る研修実施報告書 

 【様式４】を作成して所属市町教育委員会に提出するとともに、事後の指導や研修に活用する。な 

 お、成果の評価に当たっては、教頭等の意見並びに１０年めの教諭等の自己評価や意見を参考にす 

 るものとする。 

 

７．校内体制 

 （１）校長は、５年めの教諭等、１０年めの教諭等の研修の実施に当たり、教頭等とも連携しなが 

    ら必要な指導、助言に当たるものとする。 

 （２）校長は、研修の実施に当たり、授業等の校務に配慮するなど、研修の時間を十分確保し、修 

    了に向け支援するため、学校全体として協同的な体制の確立に努めるものとする。 

 

８．校長等連絡協議会 

  協議会は、中堅教諭等資質向上研修を円滑かつ効果的に実施するため、校長等連絡協議会を開催 

 するものとする。 

 

 

９．非常変災時の研修の開催判断について 

 （１）協議会実施共通研修について 

   ① 台風の接近が予想される場合 

    ・研修前日の正午までに開催が困難と判断した場合、研修を中止または延期する。 

    ・受講者へは所属市町教育委員会を通じてその旨を連絡するものとする。 

    ・延期の場合については、後日、日程等対応について通知する。 

② 台風が接近している場合 

    ・研修当日の正午までに開催が困難と判断した場合、研修を中止または延期する。 

・受講者へは所属市町教育委員会を通じてその旨を連絡するものとする。 

    ・延期の場合については、後日、日程等対応について通知する。 

   ③ ①②を除く事由により、研修日の正午までに研修実施が困難であると判断した場合 

    ・研修を中止または延期することがある。 

    ・受講者へは所属市町教育委員会を通じて連絡するものとする。 

 （２）所属市町教育委員会実施研修について 

    ・所属市町教育委員会の基準に従うこと。 

 （３）選択研修について 

    ・主催する豊能地区の各市町教育委員会等の基準に従うこと。 
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【構成】

①表紙

②獲得したバッジ

③学んだ内容

④追記ページ

【プレゼンテーション用兼提出用データについて】

Ozone-EDUで獲得したバッジを貼り付けるページ。
【スライド１枚】に獲得したバッジ全てを貼り付ける。

学んだ内容をまとめるページ。
【スライド２～３枚程度】にまとめる。

集合開催のリフレクション後に、必ず追記するページ。
【スライド１枚程度】にまとめる。追記内容は、リフレクションを
通して学んだこと、リフレクション後に新たに学んだ内容 等

「プレゼンテーション用に作成した資料」が、そのまま「市町教委提出用資
料」となります。送付する様式はMicrosoft Power Pointですが、プレゼン
テーションソフトであれば、種類は問いません。

ただし、提出する際はPDF形式に変換し、提出してください。

令和〇年度 ５年経験者研修

○○市・町立 〇〇〇学校・学園

受講者No.〇〇〇 名前：〇〇 〇〇

【記述例 ①表紙】

ファイル名は、【101】R8_5年研_提出データ としてください。

詳しい記入例は、手引のP.５に記載されています。

ご自身の受講者ナンバー（半角）
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獲得したバッジ

【記述例 ②獲得したバッジ】

出口の『切実性』
テーマの設定

児童・生徒がテーマを決める場合
〇…初期の興味・関心・切実性
×…学びが深まらない可能性

教師がテーマを決める場合
〇…適切なテーマ設定
×…初期の興味・関心・切実性

本物との出会い…真正性

興味・関心
入口の切実性

興味・関心
出口の切実性

入口を重視する取り組みは多い…
（児童・生徒とテーマを決めたり…）

（例１）入口：面白そう！やってみたい！
出口：意外とやりがいがなかった…

（例２）入口：あまり興味がないテーマ…
出口：取り組むうちに興味・関心をもつ！

子どもに切実性が必要な場面って…

入口≦出口では！？
下記の（例２）の方が、意欲的に学び続けそう。

【記述例 ③学んだ内容 ④追記ページ】

6



『②獲得したバッジ』への
バッジの貼り方

ozone-EDU TOPページ
→あなたのダッシュボード
→取得したバッジ
→Print Screenしたものをペースト

〇〇〇

『③学んだ内容』及び『④追記ページ』
記入上のポイント

講義のタイトルを記入するのではなく、
自分が学んだ内容を端的に表す見出し
をつけること。

・文字だけでなく、写真や図を用
い、当該研修の内容を知らない受
講者にプレゼンテーションするこ
とを意識し、分かりやすく作る。

・ozone-EDUの講義画面をスク
リーンショット等で複製し、載せ
ることは禁止する。

・記入内容に重なるようなアニ
メーションの使用は避ける。

・リフレクション後、新たにバッ
ジを獲得した場合は、『④追記
ページ』内にバッジのスクリーン
ショットを貼り付ける。
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機

管
理

体
制

が
十

分
で

あ
る

か
常

に
状

況
を把

握
し、

緊
急

の
場

合
に

適
切

な
判

断
が

で
きる

。

省
察

力
及

び
理

解
力

を身
に

つ
け

る
優

れ
た

取
組

み
に

学
ぶ

姿
勢

をも
つ

幅
広

い
専

門
性

を高
め

る
最

新
情

報
を収

集
し、

実
践

を発
信

す
る

学
校

教
育

目
標

達
成

の
た

め
の

情
報

を収
集

す
る

○
 教

育
へ

の
情

熱
を、

も
って

い
る

。
○

 省
察

力
（

自
ら振

り返
り、

良
し悪

しを
考

え
る

こと
が

で
きる

力
）

を身
に

つ
け

、常
に

成
長

しよ
うと

す
る

意
欲

をも
って

い
る

。

○
 先

輩
教

職
員

の
優

れ
た

取
組

み
に

学
び

、自
己

成
長

を図
る

た
め

の
努

力
をす

る
。

○
 自

らの
取

組
み

を省
察

し、
課

題
を見

出
す

こと
が

で
きる

。

○
 省

察
力

を活
か

し、
幅

広
い

専
門

性
に

基
づ

くキ
ャリ

アプ
ラン

を
立

て
、教

職
員

とし
て

の
成

長
意

欲
をも

ち
続

け
る

。
○

 個
人

だ
け

で
な

く、
他

の
教

職
員

とと
も

に
学

ぶ
姿

勢
をも

って
い

る
。

○
 学

校
外

か
ら最

新
の

情
報

を収
集

し、
自

らの
実

践
を検

証
し

改
善

し続
け

る
とと

も
に

、積
極

的
に

発
信

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 自
らの

成
長

だ
け

で
な

く、
教

職
員

集
団

とし
て

の
成

長
の

た
め

に
取

り組
む

こと
が

で
きる

。

○
 国

や
府

、市
・町

等
の

動
向

や
情

報
をも

とに
、自

校
の

状
況

を分
析

し、
課

題
を発

見
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 学

校
教

育
目

標
達

成
の

た
め

の
課

題
を明

確
に

し、
改

善
に

向
け

て
の

方
向

性
を示

す
こと

が
で

きる
。

自
分

の
課

題
を認

識
し、

課
題

解
決

に
努

め
る

子
ども

の
課

題
を把

握
し、

解
決

に
向

け
て

行
動

で
きる

学
年

（
学

校
 ）

の
課

題
を把

握
し、

解
決

に
向

け
て

行
動

で
きる

学
校

の
課

題
を把

握
し、

解
決

に
向

け
て

行
動

で
きる

課
題

解
決

に
向

け
て

適
切

な
指

針
を示

す
○

 自
ら課

題
解

決
の

た
め

に
努

力
す

る
とと

も
に

、
相

談
す

る
等

、行
動

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 子
ども

との
関

わ
りの

中
で

課
題

を発
見

で
きる

。
○

 課
題

解
決

の
た

め
に

教
職

員
・管

理
職

に
相

談
しな

が
ら解

決
に

向
け

て
行

動
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 学

年
や

分
掌

な
ど、

校
内

組
織

で
生

じて
い

る
課

題
を把

握
し、

解
決

す
る

方
策

を考
え

る
こと

が
で

きる
。

○
 課

題
解

決
に

向
け

て
検

討
す

る
際

に
、教

職
員

・管
理

職
等

と
の

調
整

を行
うこ

とが
で

きる
。

○
 学

校
内

の
様

々
な

場
面

で
生

起
す

る
課

題
に

つ
い

て
、意

識
的

に
把

握
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 課

題
を克

服
す

る
た

め
に

教
職

員
の

意
見

等
を取

りま
とめ

、
取

組
案

を示
す

こと
が

で
きる

。

○
 大

局
的

に
物

事
をと

らえ
、学

校
内

外
の

教
育

課
題

を把
握

し、
適

切
に

対
応

案
を示

す
こと

が
で

きる
。

○
 課

題
解

決
に

向
け

て
、進

捗
状

況
を把

握
し、

必
要

な
指

導
・

助
言

を行
い

、改
善

に
努

め
る

こと
が

で
きる

。

一
般

常
識

を身
に

つ
け

る
教

育
公

務
員

とし
て

法
令

を遵
守

す
る

法
令

へ
の

深
い

理
解

をも
つ

法
令

遵
守

の
精

神
を教

職
員

に
助

言
す

る
法

令
遵

守
の

精
神

を教
職

員
に

指
導

す
る

○
 社

会
人

とし
て

の
一

般
常

識
を身

に
つ

け
て

い
る

。
○

 教
員

とし
て

、職
務

を遂
行

す
る

上
で

必
要

な
教

育
に

関
す

る
基

礎
的

な
法

規
や

理
論

を知
って

い
る

。

○
 社

会
人

とし
て

の
常

識
的

で
理

性
の

あ
る

行
動

が
で

きる
。

○
 教

育
公

務
員

とし
て

法
令

を遵
守

した
行

動
が

で
きる

。
○

 教
育

関
係

の
法

令
に

関
して

、そ
の

意
味

や
背

景
を理

解
して

い
る

。
○

 法
令

へ
の

深
い

理
解

に
基

づ
い

て
、経

験
の

少
な

い
教

職
員

に
適

切
な

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

。

○
 教

育
公

務
員

とし
て

法
令

を遵
守

し、
教

職
員

の
モデ

ル
とな

る
行

動
が

で
きる

。
○

 法
令

遵
守

の
観

点
か

ら求
め

られ
る

事
項

に
つ

い
て

、是
正

す
る

実
行

力
と指

導
力

をも
って

い
る

。

○
 自

ら常
に

法
令

遵
守

を意
識

し、
教

職
員

の
モデ

ル
とな

る
とと

も
に

、法
令

遵
守

の
大

切
さを

教
職

員
全

体
に

指
導

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 法
令

遵
守

の
観

点
で

校
内

全
体

を点
検

し、
未

然
防

止
に

向
け

て
の

対
策

を講
じる

こと
が

で
きる

。

提
出

期
限

等
を守

る
計

画
的

か
つ

正
確

・丁
寧

に
処

理
で

き
る

効
率

的
に

処
理

で
きる

協
力

し効
率

的
に

処
理

で
きる

作
成

した
書

類
等

に
つ

い
て

点
検

で
きる

○
 資

料
や

デ
ー

タに
つ

い
て

適
切

に
処

理
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 提

出
書

類
等

の
趣

旨
を理

解
し、

期
日

まで
に

提
出

で
きる

。

○
 自

分
が

担
当

す
る

事
務

を計
画

的
に

進
め

、遅
延

な
く正

確
・

丁
寧

に
処

理
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 学

校
全

体
に

関
わ

る
事

務
を効

率
的

に
行

うこ
とが

で
きる

。
○

 関
係

者
との

調
整

を行
い

、効
率

的
に

処
理

す
る

こと
が

で
き

る
。

○
 学

校
内

及
び

対
外

的
な

事
務

を処
理

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 教
職

員
が

様
々

な
事

務
を適

切
に

分
担

、協
力

し、
効

率
的

に
処

理
で

きる
よう

、中
心

的
役

割
を担

うこ
とが

で
きる

。

○
 全

て
の

事
務

処
理

に
関

わ
って

教
職

員
の

作
成

した
書

類
等

に
つ

い
て

も
点

検
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 正

確
で

効
率

的
な

事
務

処
理

の
方

法
に

つ
い

て
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

【共
通

す
る

指
標

】

1

Ⅰ 　 教 育 へ の 情 熱 と 教 育 者 に ふ さ わ し い 基 礎 的 素 養

人 権 尊 重 の 精 神

2

危 機 管 理 能 力

3

学 び 続 け る 力

4

Ⅱ 　 社 会 人 と し て の 基 礎 的 素 養

課 題 解 決 能 力

5

法 令 遵 守 の 態 度

6

事 務 能 力

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

第
４
期
（
キ
ャリ
ア
成
熟
期
）

第
３
期
（
ミド
ル
リー
ダ
ー
深
化
期
）

第
２
期
（
ミド
ル
リー
ダ
ー
向
上
期
）

第
１
期
(基
礎
形
成
期
）
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第
０

期
（

教
職

に
就

く前
の

準
備

段
階

）
　

　
　

　

集
団

の
中

で
協

働
的

に
行

動
す

る
組

織
の

一
員

とし
て

の
自

覚
をも

つ
チ

ー
ム

力
を高

め
る

組
織

力
を高

め
る

学
校

力
を高

め
る

○
 傾

聴
の

姿
勢

をも
つ

とと
も

に
、自

分
の

意
見

を
的

確
に

述
べ

、適
切

な
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を図

る
こ

とが
で

きる
。

○
 集

団
の

中
で

協
働

的
に

行
動

す
る

こと
が

で
き

る
。

○
 学

校
教

育
目

標
達

成
に

向
け

て
、組

織
の

一
員

とし
て

、協
働

的
に

行
動

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 教
職

員
・管

理
職

の
話

を謙
虚

に
受

け
止

め
、組

織
に

積
極

的
に

参
画

して
い

る
。

○
 学

校
教

育
目

標
達

成
に

向
け

て
、学

年
・分

掌
等

の
要

とな
り、

気
持

ち
の

揃
った

教
職

員
集

団
づ

くり
に

努
め

る
こと

が
で

きる
。

○
 経

験
の

少
な

い
教

職
員

に
適

切
な

指
導

・助
言

が
で

き、
教

職
員

・管
理

職
に

相
談

しな
が

ら、
機

能
的

な
組

織
づ

くり
に

努
め

る
こ

とが
で

きる
。

○
 組

織
全

体
の

特
色

を意
識

し、
協

働
的

な
組

織
づ

くり
を進

め
る

こと
が

で
きる

。
○

 相
手

の
気

持
ち

や
立

場
を理

解
しな

が
ら、

教
職

員
に

対
し適

切
に

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

。

○
 学

校
教

育
目

標
達

成
の

た
め

に
、協

働
的

な
組

織
をつ

くる
こ

とが
で

きる
。

○
 学

校
・家

庭
・地

域
・関

係
諸

機
関

と連
携

・協
働

し、
学

校
力

を高
め

る
こと

が
で

きる
。

様
々

な
人

と関
わ

りを
も

つ
課

題
を解

決
す

る
た

め
に

相
談

す
る

こと
が

で
きる

課
題

を解
決

す
る

た
め

の
ネ

ット
ワー

クを
構

築
で

きる
組

織
力

を高
め

る
た

め
の

ネ
ット

ワー
クを

構
築

で
きる

学
校

力
を高

め
る

た
め

の
ネ

ット
ワー

クを
構

築
で

きる

○
 課

題
解

決
に

向
け

て
、困

難
を抱

え
込

まず
、

相
談

で
きる

ネ
ット

ワー
クづ

くり
の

大
切

さを
理

解
し

て
い

る
。

○
 自
分
の
担
当
の
中
で
生
起
した

課
題

を解
決

す
る

た
め

に
、校

内
組

織
の

中
の

適
切

な
役

割
の

人
に

対
して

指
導

・助
言

を仰
ぐ

こと
が

で
きる

。

○
 学

校
・家

庭
・地

域
・関

係
諸

機
関

の
様

々
な

人
と関

わ
り、

課
題

解
決

に
活

か
す

こと
が

で
きる

。
○

 子
ども

一
人

ひ
とり

の
教

育
的

ニー
ズ

実
現

の
た

め
、関

係
諸

機
関

と情
報

共
有

す
る

等
、連

携
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 必

要
に

応
じて

関
係

諸
機

関
と連

携
し、

課
題

解
決

に
向

け
た

ケ
ー

ス
会

議
等

を実
施

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 学
校

内
外

に
対

して
説

明
責

任
を果

た
す

た
め

の
、情

報
を適

切
に

発
信

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 子
ども

一
人

ひ
とり

の
系

統
性

の
あ

る
支

援
体

制
を構

築
す

る
等

、学
校

内
外

の
ネ

ット
ワー

ク構
築

の
コー

デ
ィネ

ー
トが

で
きる

。

集
団

の
中

で
役

割
を果

た
す

学
級

経
営

等
を行

うこ
とが

で
きる

学
校

教
育

目
標

に
基

づ
き、

学
級

経
営

等
を行

う
学

校
教

育
目

標
に

基
づ

き、
学

校
の

計
画

を
作

成
・実

行
で

きる
中

・長
期

的
な

学
校

経
営

ビジ
ョン

を
明

確
に

打
ち

出
す

○
 所

属
す

る
集

団
の

中
で

、自
己

を見
つ

め
、自

分
の

役
割

を果
た

す
こと

が
で

きる
。

○
 学

級
の

子
ども

一
人

ひ
とり

を理
解

す
る

とと
も

に
、学

級
全

体
の

状
況

や
課

題
も

考
慮

して
学

級
経

営
等

に
活

か
す

こと
が

で
き

る
。

○
 学

級
経

営
を目

標
・実

行
・評

価
・改

善
の

PD
CA

サ
イク

ル
に

より
改

善
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 学

級
や

学
年

全
体

の
状

況
・課

題
を把

握
し、

学
級

経
営

等
に

活
か

す
こと

が
で

きる
。

○
 目

標
を明

確
に

し、
新

しい
発

想
・企

画
力

をも
って

PD
CA

サ
イク

ル
に

より
改

善
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 学

校
教

育
目

標
に

基
づ

き、
学

校
の

直
面

す
る

課
題

を認
識

し、
学

校
全

体
の

行
動

計
画

を作
成

す
る

とと
も

に
、そ

の
推

進
役

を果
た

す
こと

が
で

きる
。

○
 人

材
育

成
の

観
点

をも
って

、教
職

員
一

人
ひ

とり
を理

解
し、

次
世

代
の

育
成

に
努

め
る

こと
が

で
きる

。

○
 学

校
内

外
の

状
況

を多
面

的
に

把
握

し、
中

・長
期

的
な

学
校

経
営

の
方

向
性

を提
案

し、
対

応
策

を講
じる

こと
が

で
きる

。
○

 中
・長

期
的

な
人

材
育

成
を含

め
た

学
校

経
営

づ
くり

に
参

画
す

る
こと

が
で

きる
。

学
習

指
導

要
領

を理
解

す
る

子
ども

主
体

の
学

習
指

導
案

を作
成

す
る

創
意

工
夫

をし
た

学
習

指
導

案
を作

成
す

る
他

の
教

職
員

に
授

業
の

構
想

に
つ

い
て

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

研
究

体
制

を整
え

、組
織

的
な

取
組

み
を進

め
る

○
 学

習
指

導
要

領
解

説
 書

を熟
読

し、
学

習
指

導
や

自
立

活
動

の
在

り方
を理

解
して

、授
業

の
イ

メー
ジ

をも
つ

こと
が

で
きる

。

○
 学

習
指

導
要

領
に

基
づ

い
た

子
ども

主
体

の
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 教

材
を理

解
し、

ね
らい

を明
確

に
した

単
元

の
指

導
と評

価
の

計
画

を立
て

る
とと

も
に

、基
礎

・基
本

の
定

着
を図

り、
知

識
を

活
用

す
る

力
（

思
考

力
・判

断
力

・表
現

力
等

）
を育

む
学

習
指

導
案

を作
成

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 学
級

の
子

ども
の

実
態

に
応

じて
、板

書
計

画
や

発
問

の
仕

方
な

ど、
ユ

ニバ
ー

サ
ル

デ
ザ

イン
の

観
点

に
基

づ
い

た
学

習
指

導
案

を
作

成
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 教

材
を深

く理
解

し、
子

ども
の

発
達

の
段

階
や

認
知

特
性

、
習

熟
度

に
応

じて
創

意
工

夫
を凝

らし
た

授
業

を計
画

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 学
習

活
動

の
流

れ
の

中
で

必
要

とな
る

支
援

の
内

容
を想

定
した

学
習

指
導

案
を作

成
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 経

験
の

少
な

い
教

職
員

の
指

導
案

づ
くり

に
つ

い
て

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

。

○
 他

の
教

職
員

が
授

業
を計

画
す

る
際

に
授

業
の

構
想

に
つ

い
て

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 他
の

教
職

員
に

対
して

単
元

の
指

導
と評

価
の

計
画

や
評

価
規

準
に

つ
い

て
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 他

の
教

職
員

に
対

して
個

に
応

じた
指

導
内

容
や

支
援

方
法

に
つ

い
て

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

。

○
 教

職
員

個
々

の
授

業
を観

て
指

導
・助

言
す

る
とと

も
に

、授
業

改
善

に
向

け
て

の
組

織
的

な
取

組
み

を進
め

、目
標

達
成

の
た

め
の

研
究

体
制

を整
え

る
こと

が
で

きる
。

〇
 障

が
い

特
性

や
発

達
の

課
題

を踏
まえ

る
等

、子
ども

一
人

ひ
とり

の
状

況
や

課
題

に
応

じた
学

習
指

導
に

つ
い

て
、具

体
的

に
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

授
業

に
必

要
な

基
本

的
な

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
基

本
的

な
授

業
ス

キ
ル

を
実

践
に

活
か

す
子

ども
の

実
態

に
応

じた
授

業
展

開
が

で
きる

授
業

展
開

に
つ

い
て

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

個
々

の
教

職
員

の
実

態
を把

握
し、

意
欲

を引
き出

す
○

 授
業

を活
性

化
す

る
た

め
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
 (

聴
く・

話
す

・伝
え

方
等

) 
を身

に
つ

け
て

い
る

。

○
 授

業
を行

うた
め

の
適

切
な

ス
キ

ル
 (

説
明

・指
示

・板
書

・発
問

等
) 

を身
に

つ
け

、子
ども

の
状

況
を把

握
しな

が
ら、

単
元

や
本

時
の

目
標

を明
確

に
し、

授
業

を実
践

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 ユ
ニバ

ー
サ

ル
デ

ザ
イン

の
観

点
に

基
づ

い
て

、す
べ

て
の

子
ども

に
とっ

て
わ

か
りや

す
い

授
業

を実
践

す
る

こと
が

で
きる

。

○
 子

ども
の

発
達

の
段

階
や

認
知

特
性

、習
熟

度
に

応
じた

授
業

を展
開

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 積
極

的
に

授
業

を公
開

す
る

とと
も

に
経

験
の

少
な

い
教

職
員

に
授

業
展

開
に

つ
い

て
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 チ

ー
ム

テ
ィー

チ
ング

の
授

業
を自

分
が

リー
ドし

て
行

うこ
とが

で
きる

。

○
 学

校
内

外
の

モデ
ル

とし
て

、研
究

 (
公

開
) 

授
業

が
で

きる
。

○
 授

業
の

展
開

に
つ

い
て

、個
に
応
じた
指
導
方
法
・支
援
方
法

を
他

の
教

職
員

に
具

体
的

に
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 チ

ー
ム

テ
ィー

チ
ング

の
教

職
員

の
授

業
内

で
の

役
割

に
つ

い
て

適
切

に
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 教

職
員

個
々

の
実

態
を把

握
し、

授
業

改
善

に
向

け
て

適
切

に
指

導
・助

言
す

る
とと

も
に

教
職

員
の

意
欲

を引
き出

す
こと

が
で

きる
。

授
業

評
価

に
つ

い
て

理
解

す
る

様
々

な
方

法
を用

い
て

自
分

の
授

業
を振

り返
る

授
業

改
善

を推
進

す
る

授
業

評
価

力
を身

に
つ

け
る

授
業

改
善

の
た

め
の

体
制

を構
築

す
る

○
 授

業
改

善
の

た
め

に
、目

標
に

準
拠

した
評

価
、指

導
と評

価
の

一
体

化
の

意
義

を理
解

して
い

る
。

○
 授

業
評

価
シ

ー
ト等

を活
用

して
授

業
の

振
り返

りを
行

うこ
と

が
で

きる
。

○
 他

の
教

職
員

の
授

業
を観

て
自

分
の

授
業

改
善

に
努

め
る

こと
が

で
きる

。

○
 自

分
の

授
業

を客
観

的
か

つ
謙

虚
に

振
り返

る
こと

や
、他

の
教

職
員

の
良

い
とこ

ろ
を取

り入
れ

る
等

、積
極

的
に

授
業

改
善

を
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 研

究
討

議
会

等
で

積
極

的
に

自
分

の
意

見
や

実
践

を発
信

し、
校

内
の

授
業

改
善

推
進

に
つ

な
げ

る
こと

が
で

きる
。

○
 授

業
参

観
の

ポ
イン

ト（
授

業
改

善
シ

ー
ト等

）
を分

析
し、

校
内

研
究

体
制

の
推

進
を図

る
こと

が
で

きる
。

○
 研

究
討

議
会

を進
行

した
り、

授
業

を分
析

し、
指

導
・助

言
した

りす
る

力
を身

に
つ

け
て

い
る

。

○
 教

職
員

個
々

の
授

業
を適

切
に

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
き

る
。

○
 授

業
改

善
の

た
め

の
体

制
を構

築
し、

具
体

的
な

取
組

み
を

示
す

こと
が

で
きる

。

【共
通

す
る

指
標

】

7

Ⅲ 　 学 校 組 織 の 一 員 と し て の 行 動 力 や 企 画 力 、 調 整 力

協 働 し て 取 り 組 む

こ と が で き る 力

8

ネ ッ ト ワ ー ク を

構 築 す る 力

9

マ ネ ジ メ ン ト す る 力

10

Ⅳ 　 子 ど も た ち を 伸 ば す こ と が で き る 授 業 力 、 教 科 の 指 導 力

授 業 を 構 想 す る 力

11

授 業 を 展 開 す る 力

12

授 業 を 評 価 す る 力

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

第
４
期
（
キ
ャリ
ア
成
熟
期
）

第
３
期
（
ミド
ル
リー
ダ
ー
深
化
期
）

第
２
期
（
ミド
ル
リー
ダ
ー
向
上
期
）

第
１
期
(基
礎
形
成
期
）

9



第
０

期
（

教
職

に
就

く前
の

準
備

段
階

）
　

　
　

　

子
ども

の
良

さを
見

つ
け

る
個

に
応

じた
指

導
・支

援
が

で
きる

子
ども

同
士

の
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を促

進
で

きる
子

ども
対

応
の

モデ
ル

とな
る

多
様

な
場

面
を想

定
した

指
導

・助
言

が
で

き
る

○
 傾

聴
の

大
切

さを
理

解
して

お
り、

周
囲

の
状

況
を判

断
して

、子
ども

に
適

切
な

声
か

け
をす

る
こと

が
で

きる
。

○
 基

礎
的

環
境

整
備

や
合

理
的

配
慮

な
どの

基
本

理
念

に
つ

い
て

理
解

して
い

る
。

○
 保

護
者

の
思

い
や

家
庭

背
景

を踏
まえ

て
子

ども
を理

解
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 必

要
に

応
じて

、「
個

別
の

教
育

支
援

計
画

」及
び

「個
別

の
指

導
計

画
」を

作
成

す
る

等
、子

ども
一

人
ひ

とり
の

ニー
ズ

や
状

況
に

応
じた

指
導

・支
援

を進
め

る
こと

が
で

きる
。

○
 保

護
者

の
思

い
や

家
庭

背
景

を踏
まえ

た
子

ども
理

解
を深

め
、子

ども
同

士
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を促
進

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 子
ども

一
人

ひ
とり

の
状

況
に

応
じた

指
導

の
方

法
に

つ
い

て
、

経
験

の
少

な
い

教
職

員
に

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

。

○
 子

ども
へ

の
対

応
の

仕
方

に
つ

い
て

、校
内

の
モデ

ル
とな

る
ス

キ
ル

を身
に

つ
け

、適
切

に
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

〇
 行

動
観

察
だ

け
で

な
く、

関
係

諸
機

関
か

ら得
られ

た
情

報
や

客
観

的
指

標
を踏

まえ
た

上
で

、子
ども

の
状

況
や

特
性

を把
握

し、
適

切
に

対
応

す
る

こと
が

で
きる

。

〇
 多

角
的

な
観

点
に

基
づ

い
て

子
ども

の
状

況
を把

握
し、

あ
ら

ゆ
る

場
面

で
子

ども
の

特
性

に
合

わ
せ

た
適

切
な

関
わ

りが
も

て
る

よう
、教

職
員

に
対

して
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

多
様

な
個

性
や

人
格

を尊
重

で
きる

迅
速

な
報

告
・連

絡
・相

談
を

行
うこ

とが
で

きる
組

織
的

な
対

応
の

中
心

とな
る

組
織

的
な

生
徒

指
導

体
制

を機
能

させ
る

生
徒

指
導

の
方

針
の

提
示

と
関

係
諸

機
関

との
連

携
を図

る
○

 多
くの

人
との

出
会

い
を通

して
、違

い
を認

め
、

多
様

な
個

性
や

人
格

を尊
重

で
きる

。
○

 学
校

の
生

徒
指

導
方

針
を理

解
し、

多
様

な
子

ども
へ

の
理

解
を進

め
、報

告
・連

絡
・相

談
を通

して
、柔

軟
で

適
切

な
対

応
をす

る
こと

が
で

きる
。

○
 家
庭
との
連
携
を密
に
行
い
、学
校
・家
庭
で
の
様
子
に
つ
い

て
常
に
情
報
共
有
をす
る
こと
が
で
きる
。

○
 子

ども
が

主
体

的
に

行
動

で
きる

よう
、生

徒
指

導
方

針
をも

と
に

組
織

的
な

対
応

の
中

心
とな

って
動

くこ
とが

で
き、

経
験

の
少

な
い

教
職

員
等

に
対

して
、適

切
に

指
導

・助
言

す
る

こと
が

で
きる

。
〇

 子
ども

が
抱

え
て

い
る

問
題

や
課

題
に

対
し、

学
校

・家
庭

・地
域

・関
係

諸
機

関
と連

携
し、

情
報

共
有

をす
る

こと
が

で
きる

。

○
 多

様
な

子
ども

の
状

況
を理

解
した

上
で

、生
徒

指
導

を進
め

る
た

め
に

組
織

的
・計

画
的

な
指

針
を作

成
し、

PD
CA

サ
イク

ル
を機

能
させ

る
こと

が
で

きる
。

○
 関

係
諸

機
関

と連
携

して
問

題
解

決
に

当
た

る
こと

が
で

きる
。

○
 生

徒
指

導
を計

画
的

に
運

営
す

る
た

め
の

、組
織

的
な

連
携

体
制

を構
築

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 問
題

事
象

の
未

然
防

止
に

つ
い

て
教

職
員

に
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 関

係
諸

機
関

と連
携

体
制

づ
くり

の
コー

デ
ィネ

ー
トが

で
きる

。

つ
くり

た
い

学
級

等
をイ

メー
ジ

す
る

学
級

の
子

ども
一

人
ひ

とり
の

実
態

把
握

が
で

きる
学

年
全

体
の

実
態

把
握

が
で

きる
学

校
全

体
の

実
態

把
握

が
で

きる
学

校
とし

て
集

団
づ

くり
の

ビジ
ョン

を提
案

す
る

○
 自

分
の

理
想

とす
る

学
級

像
等

をも
ち

、子
ども

の
発

達
段

階
に

応
じた

集
団

の
あ

りよ
うを

理
解

し、
集

団
づ

くり
の

手
だ

て
をイ

メー
ジ

す
る

。
○

 「
とも

に
学

び
、と

も
に

育
つ

」教
育

の
理

念
を理

解
して

い
る

。

○
 学

級
の

子
ども

一
人

ひ
とり

の
実

態
を把

握
し、

学
級

の
課

題
をと

らえ
、そ

の
背

景
を多

角
的

に
分

析
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 子

ども
一

人
ひ

とり
に

居
場

所
が

あ
る

よう
な

、相
互

に
違

い
を

認
め

合
う集

団
づ

くり
が

で
きる

。

○
 学

年
全

体
の

子
ども

の
実

態
を把

握
し、

より
望

まし
い

集
団

づ
くり

を組
織

的
に

進
め

る
こと

が
で

きる
。

○
 子

ども
一

人
ひ

とり
の

自
立

を促
し、

相
互

に
違

い
を認

め
合

い
、高

め
合

う集
団

づ
くり

が
で

きる
。

○
 子

ども
の

自
立

の
た

め
に

、学
校

・家
庭

・地
域

・関
係

諸
機

関
と連

携
・協

働
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 支

援
教

育
の

観
点

や
、様

々
な

配
慮

の
必

要
な

子
ども

た
ち

に
対

す
る

取
組

事
例

に
精

通
し、

他
の

教
職

員
に

対
して

適
切

に
指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 学

校
教

育
目

標
や

め
ざ

す
子

ども
像

を学
校

内
外

に
発

信
し、

具
体

的
な

取
組

み
(手

だ
て

) 
を示

す
こと

が
で

きる
とと

も
に

、そ
の

実
現

に
向

け
た

組
織

運
営

をす
る

こと
が

で
きる

。
○

 支
援

教
育

の
観

点
や

、様
々

な
配

慮
の

必
要

な
子

ども
た

ち
に

対
す

る
取

組
み

を学
校

全
体

に
広

げ
る

こと
が

で
きる

。

第
０

期
（

教
職

に
就

く前
の

準
備

段
階

）
　

　
　

　

様
々

な
人

と関
わ

りを
も

つ
子

ども
一

人
ひ

とり
の

課
題

を解
決

す
る

た
め

相
談

す
る

こと
が

で
きる

子
ども

一
人

ひ
とり

の
課

題
を解

決
す

る
た

め
ネ

ット
ワー

クを
活

用
す

る
こと

が
で

きる
組

織
力

を高
め

る
た

め
の

ネ
ット

ワー
クを

構
築

す
る

こと
が

で
きる

地
域

の
支

援
教

育
力

向
上

の
た

め
の

連
携

体
制

を
構

築
す

る
こと

が
で

きる
○

 自
分

が
所

属
す

る
集

団
以

外
の

集
団

との
連

絡
、調

整
役

を担
うこ

とが
で

きる
。

○
 支

援
の

必
要

な
子

ども
の

実
態

を把
握

し、
学

年
の

教
職

員
や

支
援

教
育

コー
デ

ィネ
ー

ター
に

指
導

・助
言

を仰
ぐこ

とが
で

き
る

。

○
 子

ども
一

人
ひ

とり
の

教
育

的
ニー

ズ
実

現
の

た
め

、教
育

・福
祉

・医
療

・労
働

等
関

係
諸

機
関

と情
報

共
有

をす
る

等
、連

携
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 学

校
内

で
の

支
援

体
制

の
コー

デ
ィネ

ー
トが

で
きる

。

○
 支

援
教

育
コー

デ
ィネ

ー
ター

とし
て

、地
域

の
学

校
等

で
学

ぶ
支

援
の

必
要

な
子

ども
に

対
す

る
連

携
会

議
等

の
中

心
的

役
割

を
担

うこ
とが

で
きる

。

○
 地

域
の

支
援

教
育

力
を向

上
させ

る
た

め
の

連
携

体
制

を、
関

係
諸

機
関

と構
築

す
る

こと
が

で
きる

。
○

 支
援

教
育

に
関

す
る

様
々

な
研

修
の

講
師

をす
る

こと
が

で
き

る
。

支
援

教
育

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を身
に

つ
け

る
個

に
応

じた
指

導
・支

援
が

で
きる

校
内

の
支

援
教

育
を

積
極

的
に

進
め

る
こと

が
で

きる
支

援
教

育
に

関
して

広
く知

識
をも

ち
、地

域
へ

の
発

信
、教

職
員

へ
の

指
導

・助
言

が
で

きる
地

域
の

支
援

教
育

推
進

の
た

め
の

中
心

的
な

役
割

を果
た

す
○

 子
ども

一
人

ひ
とり

の
教

育
的

ニー
ズ

に
応

じた
指

導
・支

援
を充

実
させ

る
た

め
の

知
識

を身
に

つ
け

て
い

る
。

○
 自

立
活

動
の

指
導

の
意

義
、内

容
な

どを
理

解
して

い
る

。

○
 子

ども
一

人
ひ

とり
に

応
じた

「個
別

の
教

育
支

援
計

画
」及

び
「個

別
の

指
導

計
画

」を
作

成
し、

計
画

に
基

づ
い

た
指

導
・支

援
をす

る
こと

が
で

きる
。

○
 個

々
の

障
が

い
に

よる
学

習
上

又
は

生
活

上
の

困
難

を改
善

・
克

服
す

る
た

め
、自

立
活

動
の

観
点

か
ら目

標
や

指
導

内
容

・支
援

方
法

を設
定

し、
教

材
・教

具
の

工
夫

が
で

きる
。

○
 子

ども
の

発
達

の
段

階
や

認
知

特
性

、習
熟

度
に

応
じて

、各
教

科
・領

域
、自

立
活

動
に

お
い

て
指

導
内

容
や

支
援

方
法

等
に

創
意

工
夫

を凝
らし

た
授

業
を計

画
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 支

援
の

必
要

な
子

ども
の

指
導

・支
援

に
つ

い
て

、経
験

の
少

な
い

教
職

員
に

対
し指

導
・助

言
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 地

域
の

学
校

等
で

学
ぶ

支
援

の
必

要
な

子
ども

に
対

す
る

指
導

内
容

や
支

援
方

法
等

に
つ

い
て

実
践

的
な

指
導

・助
言

をす
る

こと
が

で
きる

。
○

 学
校

内
や

地
域

に
実

践
等

を発
信

す
る

こと
が

で
きる

。

○
 支

援
の

必
要

な
子

ども
に

対
す

る
指

導
内

容
や

支
援

方
法

等
に

つ
い

て
、教

育
実

践
と支

援
教

育
に

関
す

る
理

論
等

に
基

づ
き、

広
く学

校
内

外
へ

体
系

的
に

発
信

す
る

こと
が

で
きる

。

多
様

な
個

性
や

人
格

を尊
重

で
きる

学
級

の
子

ども
一

人
ひ

とり
の

実
態

把
握

が
で

きる
交

流
及

び
共

同
学

習
を積

極
的

に
進

め
る

交
流

及
び

共
同

学
習

を推
進

す
る

た
め

の
組

織
的

対
応

の
中

心
とな

る
支

援
教

育
推

進
に

お
け

る
組

織
的

な
対

応
の

中
心

とな
る

○
 多

くの
人

との
出

会
い

を通
して

、違
い

を認
め

、
多

様
な

個
性

や
人

格
を尊

重
で

きる
。

○
 イ

ンク
ル

ー
シ

ブ教
育

シ
ス

テ
ム

の
構

築
の

理
念

を理
解

して
い

る
。

○
 学

級
の

子
ども

一
人

ひ
とり

の
実

態
を把

握
し、

学
級

の
課

題
をと

らえ
、そ

の
背

景
を多

角
的

に
分

析
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 子

ども
一

人
ひ

とり
に

居
場

所
が

あ
る

よう
な

、相
互

に
違

い
を

認
め

合
う学

級
づ

くり
が

で
きる

。
○

 「
とも

に
学

び
、と

も
に

育
つ

」教
育

を推
進

す
る

意
義

を理
解

し、
障

が
い

に
対

す
る

正
しい

知
識

を身
に

つ
け

て
い

る
。

○
 子

ども
同

士
の

相
互

理
解

を深
め

る
交

流
及

び
共

同
学

習
を

計
画

的
に

進
め

る
こと

が
で

きる
。

○
 「

とも
に

学
び

、と
も

に
育

つ
」教

育
の

推
進

に
向

け
、効

果
的

な
交

流
及

び
共

同
学

習
を実

践
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 交

流
及

び
共

同
学

習
に

関
す

る
取

組
み

を学
校

内
に

発
信

す
る

とと
も

に
、支

援
教

育
に

対
す

る
理

解
と啓

発
を推

進
す

る
こと

が
で

きる
。

○
 「

とも
に

学
び

、と
も

に
育

つ
」教

育
の

先
進

的
な

取
組

み
等

を
学

校
内

外
に

発
信

し、
支

援
教

育
の

理
解

と啓
発

を推
進

す
る

こ
とが

で
きる

。

【共
通

す
る

指
標

】

13
Ⅴ 　 自 尊 感 情 を 高 め 、 集 団 づ く り な ど を 指 導 す る 力

子 ど も を 理 解 し 一 人

ひ と り を 指 導 す る 力

14

集 団 づ く り を 指 導

で き る 力

15

子 ど も を 集 団 づ く り

の 中 で エ ン パ ワ ー で

き る 指 導 力

【職
に

応
じた

指
標

】

1

Ⅵ 　 専 門 領 域 【 支 援 教 育 】

ネ ッ ト ワ ー ク の

構 築

2

子 ど も 理 解

個 の 教 育 的 ニ ー ズ に

応 じ た 指 導 ・ 支 援

3

交 流 及 び

共 同 学 習 等

第
４
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

第
４
期
（
キ
ャリ
ア
成
熟
期
）

第
３
期
（
ミド
ル
リー
ダ
ー
深
化
期
）

第
２
期
（
ミド
ル
リー
ダ
ー
向
上
期
）

第
１
期
(基
礎
形
成
期
）

第
４
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

第
４
期
（
キ
ャリ
ア
成
熟
期
）

第
３
期
（
ミド
ル
リー
ダ
ー
深
化
期
）

第
２
期
（
ミド
ル
リー
ダ
ー
向
上
期
）

第
１
期
(基
礎
形
成
期
）

10


